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プログラム 

時刻 内容 備考 

11：00～ 開場・受付  

12：00～ 

 

 

開会、挨拶、オリエンテーション 挨拶：JF全漁連 

水産庁 

司会：JF全漁連 

講演 ＜ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ＞ 

八木 信行 氏 

(東京大学 教授) 

 

12：15～

13：00 

演題：魚はなぜ減った？ ～この80年間に起こったこと 

演者：東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 

山室 真澄 氏 

講話 

13：00～ 

13：10 

水産庁の藻場に関する施策の動向について 

 水産庁漁港漁場整備部計画課 中村 厳哲 氏 

活動報告 

13：20～ 

13：40 

【海の監視ネットワーク強化】 

●柏原地区保全活動組織（福岡県芦屋町） 

13：40～ 

14：15 

【藻場の保全】 

●長崎市水産農林部水産振興課（長崎県長崎市） 

●中嶋 泰氏（水産多面的機能発揮対策サポート専門家） 

14：15～ 休憩 

14：30～ 

14：50 

【内水面生態系の保全】 

●鏡川環境保全の会（高知県高知市） 

14：50～ 

15：10 

【干潟等の保全】 

●二見海岸の干潟を守る会（熊本県八代市） 

15：10～ 

15：30 

【サンゴ礁の保全】 

●日南海岸サンゴ群集保全協議会（宮崎県日南市） 

15：30～ 休憩 

講評・意見交換 

15：40～

16：20 

   

＜コメンテーター＞ 

・鹿熊 信一郎 氏（佐賀大学海洋エネルギー研究所 特任教授） 

・桑原 久実 氏（元 水産研究・教育機構水産技術研究所） 

・崎長 威志 氏（広島県内水面漁業協同組合連合会 参与） 

・玉置 泰司 氏（元 水産研究・教育機構 中央水産研究所  

経営経済研究センター長） 

・藤田 大介 氏（東京海洋大学大学院 准教授） 

＜発表者＞ 活動報告を行った発表者が登壇します 

16：25～ 挨拶、閉会 挨拶：全内漁連 
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プロフィール 

◆講演 

 

 
 

◆コーディネーター 

 

山室 真澄 

 

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 

環境学研究系自然環境学専攻 教授 

中央環境審議会委員 

 

 

1984 年 東京大学理学部地理学教室卒業。1991 年 同大学院理学系研究科地理学専門課程博

士課程修了（理学博士）。通商産業省工業技術院地質調査所、独立行政法人 産業技術総合研

究所 地質情報研究部門 主任研究員を経て、2007 年より現職。専門分野は陸水学・沿岸海洋

学・生物地球化学など。著書に「魚はなぜ減った?見えない真犯人を追う : 東大教授が世界

に示した衝撃のエビデンス」、「豊かな内水面水産資源の復活のために : 宍道湖からの提言」

など。 

八木 信行 

 

東京大学大学院農学生命科学研究科 

国際水産学研究室 教授 

日本学術会議連携会員 

水産多面的機能発揮対策検討委員会 座長 

 

東京大学農学部卒業、米国ペンシルバニア大学ウォートンスクール経営学修士（MBA）課程修

了。東京大学博士（農学）取得。1987 年農水省入省、水産庁等に勤務。2008 年東京大学大学

院特任准教授、2011 年東京大学大学院准教授、2017 年より現職。研究分野は地域開発学、農

林水産業のイノベーションなど。国連食糧農業機関（FAO）世界農業遺産（GIAHS）プログラ

ムの科学アドバイザリー会合委員（2019−2024 年）なども務める。2019 年カンボジア王国友

好勲章（Royal Order of Sahametrei）受賞。2023 年韓国済州道名誉道民証受賞。 
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◆コメンテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿熊 信一郎 

佐賀大学海洋エネルギー研究所 

特任教授 

 

沖縄県で水産関係の行政、普及、研究の部署を

経て現職。研究テーマは熱帯・亜熱帯における

水産資源管理とサンゴ礁生態系保全など。著書

に「里海学のすすめ」（共編著）など。 

玉置 泰司 

元 国立研究開発法 水産研究・教育機構 

中央水産研究所 経営経済研究センター長 

 

研究テーマは定置網漁業、水産経済学、多面的

機能評価、内水面漁業など。著書に「頑張ってい

ます定置漁村」（共著）など。 

藤田 大介 

東京海洋大学海洋生物資源学部門  

准教授 

 

富山県水産試験場勤務を経て現職。研究テーマ

は海藻生態学、磯焼け対策、磯根資源、海洋深

層水など。著書に「藻場の衰退と再生」、「藻場

を見守り育てる知恵と技術」（共著）など。 

崎長 威志 

広島県内水面漁連 参与 

 

広島県庁で水産振興行政に携わった後、平成 16

年から広島県内水面漁連において、内水面の河

川環境の再生対策等の推進に携わる。 

桑原 久実 

株式会社東京久栄  

技術顧問 

 

元 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産

技術研究所 企画調整部門 研究主幹。研究テー

マは水圏生産科学など。著書に「アサリと流域

圏環境」（共著）など。 
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魚はなぜ減った？ ～この 80年間に起こったこと 

山室真澄（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

 

レイチェル・カーソンが著書「沈黙の春」

で農薬が環境に及ぼす影響を指摘したのは、

1962年でした。日本の平野にある多くの湖

沼ではそれより前、今から約80年前の1950

年代半ばに、除草剤を水田にまいた農家が

異変に気づいていました。除草剤をまいた

途端に、湖の沈水植物（＝草体が全て水面

下にある維管束植物）が消えてしまったか

らです。それまで農家は沈水植物を肥料に

使うために採草していました。しかし農薬

と同時に化学肥料の使用も推奨されていた

ことから農家は異変を問題視することなく、

いつしか人々は「除草剤をまいたら沈水植

物が消えた」事実を忘れてしまいました。

浅い海域ではアマモ類が主な沈水植物です。

浅い海でもアマモ類が消え、一部の魚が減

ったことが中海（島根県・鳥取県）での研

究から明らかになりました。 

中海の西側に隣接する宍道湖（島根県）

でも魚の漁獲量が減りましたが、沈水植物

に変わって植物プランクトンが主な一次生

産者となり、それを食べる二枚貝ヤマトシ

ジミが増えて漁獲量は大幅に増えました。   

宍道湖でとれる主な水産物は「スモウア

シコシ」を頭文字とする「宍道湖七珍」と

して地元で知られています。スズキ、モロ

ゲエビ（クルマエビの仲間）、ウナギ、アマ

サギ（ワカサギ）、シラウオ、コイ、シジミ

（ヤマトシジミ）です。 

ところが 1993 年を境にウナギとワカサ

ギの漁獲量が激減しました。シラウオは変

わりませんでした。様々な状況証拠から、

宍道湖においては、1993年から使用が始ま

ったネオニコチノイド系殺虫剤がウナギや

ワカサギの餌である昆虫類や甲殻類を減ら

したことが原因と結論付けました。本日は、

このような魚の生息環境の変化をとらえる

ためのモニタリング実施がいかに重要かも

お話しします。 

80 年前に使用された除草剤の影響につ

いては共著「里湖モク採り物語」で、30年

前から使われているネオニコチノイド系殺

虫剤の影響については単著「魚はなぜ減っ

た？見えない真犯人を追う」で解説してい

ます。詳細についてはこれら拙著を参照い

ただければと思います。 

 



8 

 

 

 

MEMO 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告 

 

  



 



 

11 

 

 

 
 

 
 

 



 

12 

 

 
 

 
 

 
 



 

13 

 

 
 

 
 

 
 



 

14 

 

 
 

 
 

 
 



 

15 

 

 
 

 
 

 
 



 



 

17 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

18 

 

 
 

 
 

 
 



 

19 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

20 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

21 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 



 

23 

 

 
 

 
 

 



 

24 

 

 
 

 
 

 
 



 

25 

 

 
 

 
 

 
 



 

26 

 

 
 

 
 

 
 



 

27 

 

 
 

 
 

 
 



 

28 

 

 
 

 
 

 
 



 

29 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

31 

 

 
 

 
 

 
 



 

32 

 

 
 

 
 

 
 



 

33 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

34 

 

 
 

 
 

 
 



 

35 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

36 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

37 

 

 
 

 
 

 

 



 

38 

 

 
 

 
 

 
 



 

39 

 

 
 

 
 

 
 



 

40 

 

 
 

 
 

 
 



 

41 

 

 
 

 
 

 
 



 

42 

 

 
 

 
 

 
 



 

43 

 

 
 

 
 

 



 

44 

 

 
 

 
 

 
 



 

45 

 

 
 

 
 

 
 



 

46 

 

 
 

 
 

 
 



 

47 

 

 
 

 
 

 
 



 

48 

 

 
 

 
 

 
 



 

49 

 

 
 

 
 

 
 



 

50 

 

 
 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター 

 

  



 



 

 

53 

 

 



 

 

54 

 

 



 

 

55 

 

 



 

 

56 

 

 



 

 

57 

 

 



 

 

58 

 

 



 

 

59 

 

 



 

 

60 

 

 



 

 

61 

 

 



 

 

62 

 

 



 

 

63 

 

 



 

 

64 

 

 



 

 

65 

 

 



 

 

66 

 

 



 

 

67 

 

 



 

 

68 

 

 



 

 

69 

 

 



 

 

70 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 水産多面的機能発揮対策支援委託事業（水産庁） 

 


